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ン濃度依存的にみかけのジゴキシン血中濃度が増加した。MEIA 法、EMIT 法、CLIA 法においては、
みかけのジゴキシン血中濃度の増加は認められず、定量下限値未満であることを確認した。ジゴキ
シン存在下では、FPIA 法および EMIT法では EPによりみかけのジゴキシン血中濃度が増加したが、
MEIA 法では、みかけのジゴキシン血中濃度の増加と減少の両方がみられた。ACMIA 法および CLIA
法ではみかけのジゴキシン血中濃度の減少がみられた。これらは B/F 分離過程の有無に起因する可
能性を明らかにした。次に EP がジゴキシン血中濃度測定に影響する危険性について予測と考察を行
った結果、FPIA 法および MEIA 法は、EP の臨床用量においてもみかけのジゴキシン血中濃度を有意
に増加させる可能性が十分に高く、これらの測定法では EP 血中濃度が最も低くなるトラフ血中濃度
でジゴキシン血中濃度の評価を行うべきであるとの結論に至った。ACMIA法、EMIT 法、CLIA 法では、




心内膜炎治療薬である抗 MRSA 薬のダプトマイシン（DPT）を対象に、PT測定に及ぼす DPT の影響に
ついて評価した。初めに各種血中濃度の DPT含有血漿を作成し、PT測定に及ぼす影響を評価した。
DPTは濃度依存的にみかけの PT を延長させた。特にワルファリン使用症例において DPT 血中濃度が
100 µg/mL 以上となる場合は、誤ってワルファリンの投与量を減じる可能性が高いことを明らかに
した。次に DPT の PT 測定に及ぼす phosphatidylglycerol（PG）に着目した 7）。リポソーム製剤と
して L-AMBおよび CSと DPT の混合血漿を作成し、PT測定に及ぼす影響を評価した結果、DPTによる
みかけの PT 延長作用を増強せず、むしろ抑制する可能性を明らかにした。最後に DPT投与症例およ
びモンテカルロシミュレーションの結果から、腎機能低下例および DPT 高用量投与例においては、









    2018 年  2 月  21 日 
主査 
 
  内田 享弘 
印 
副査 
    岡村 昇 
印 
副査 
  片岡 和三郎 
印 
副査 
 
印 
副査 
印 
